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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】内視鏡検査や超音波検査等において、補助者を
要することなく清潔な状態で所望量の潤滑剤を取り出す
ことのできる潤滑剤供給装置を提供する。
【解決手段】潤滑剤供給装置１は、ゲル状の潤滑剤を保
存するボトル１１、ボトル１１に装着され押圧操作によ
って前記容器から所定量の前記潤滑剤を取り出すポンプ
ディスペンサー１３、ボトル１１を保持するボトルホル
ダー１６、ポンプディスペンサー１３を押圧して作動さ
せるフットスイッチ１８等を備えてなり、ポンプディス
ペンサー１３のノズル先端には、可とう性を有する透明
又は半透明の管状体からなる延長ノズル１５が着脱自在
に連結されている。
【選択図】図１
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　ゲル状の潤滑剤を保存する容器と、
　押圧操作によって前記容器から所定量の前記潤滑剤を取り出す手動式ポンプディスペン
サーと、
　前記手動式ポンプディスペンサーを押圧して作動させる作動手段と、
　前記手動式ポンプディスペンサーのノズル先端に着脱自在に装着された延長ノズルと、
を有することを特徴とする、潤滑剤供給装置。
【請求項２】
　前記延長ノズルは、管状体である、請求項１に記載の潤滑剤供給装置。
【請求項３】
　前記延長ノズルは、可とう性を有する、請求項１または２に記載の潤滑剤供給装置。
【請求項４】
　前記延長ノズルは、透明または半透明である、請求項１～３のいずれか１項に記載の潤
滑剤供給装置。
【請求項５】
　前記延長ノズルは、合成樹脂、天然ゴム、合成ゴムまたは熱可塑性エラストマーからな
る、請求項１～４のいずれか１項に記載の潤滑剤供給装置。
【請求項６】
　前記手動式ポンプディスペンサーは、ピストンとシリンダとを有し、
　前記ピストンの上部開口部の内径が３～７ｍｍであり、
　前記シリンダの下部開口部の内径が４～１２ｍｍである、請求項１～５のいずれか１項
に記載の潤滑剤供給装置。
【請求項７】
　前記潤滑剤は、水、プロピレングリコール、グリセリン、ヒドロキシエチルセルロース
、パラベン類、カルボマーまたは炭酸水素ナトリウムを含む、
請求項１～６のいずれか１項に記載の潤滑剤供給装置。
【請求項８】
　前記潤滑剤の粘度は、５０００～５５０００Ｐａ・Ｓである、請求項１～７のいずれか
１項に記載の潤滑剤供給装置。
【請求項９】
　喉頭内視鏡、気管支鏡、上部消化管内視鏡、小腸内視鏡、大腸内視鏡、カプセル内視鏡
、胸腔鏡、腹腔鏡、膀胱鏡、胆道鏡、関節鏡もしくは血管内視鏡、Ｘ線検査、指診または
浣腸に用いられる、請求項１～８のいずれか１項に記載の潤滑剤供給装置。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は、潤滑剤供給装置に関する。詳しくは、内視鏡検査や超音波検査等において、
補助者を要することなく清潔な状態で所望量の潤滑剤を取り出すことのできる潤滑剤供給
装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　内視鏡を用いた検査・治療等においては、内視鏡の挿入部と生体の挿入ルート等との接
触による患者への肉体的・精神的負担を低減させ、挿入部の挿入性や操作性を向上させる
ために、内視鏡用の潤滑剤（潤滑ゼリー）が挿入部に塗布されている。一般的に、潤滑剤
はチューブ式の容器に入れられて市販されている。特に、大腸内視鏡を用いた検査等では
、検査部位が長いために挿入部の挿入性等が低下するという問題があり、数回にわたって
潤滑剤を補充する必要がある。潤滑剤を補充する場合には、看護師等の補助者に補充作業
を手伝ってもらうか、あるいは、汚染を防止するために装着した施術者の手袋やチューブ
式容器のカバーを、補充のたびに交換する等の作業が必要である。前者の場合は、人員が
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少ない医療施設では困難であり、後者の場合は、施術者や患者が細菌等に感染する危険性
が高く、感染症予防の観点からは非常に問題がある。
【０００３】
　一方、すでに製品化されている手指消毒剤等の足踏みタイプのディスペンサー（例えば
、特許文献１および２参照）は、フットスイッチを足踏みするだけで、手指消毒剤等がポ
ンプによって汲み上げられ、適切に吐出されるものである。
【特許文献１】実開平５－９３４４８号公報
【特許文献２】実開平５－９３４４９号公報
【考案の開示】
【考案が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、潤滑剤専用の足踏みタイプのディスペンサーは知られていない。また、
潤滑剤に市販されている手指消毒剤等の足踏みタイプのディスペンサーを適用すると、潤
滑剤が高粘度であるために、適切に吐出させることができないという問題があった。また
、市販品では、誤って潤滑剤の吐出口等に触れてしまった場合の潤滑剤の汚染防止対策が
不十分であった。さらに、市販品では、ディスペンサーのノズル先端に残った潤滑剤が固
化してしまった場合に、適切に吐出させることができないばかりか、ノズルの交換を余儀
なくされたり、あるいは、固化した潤滑剤が残りの潤滑剤の品質に悪影響を及ぼす可能性
があった。
【０００５】
　本考案は上記従来技術の有する問題点に鑑みなされたものであり、その目的とするとこ
ろは、内視鏡検査や超音波検査等において、補助者を要することなく清潔な状態で所望量
の潤滑剤を取り出すことのできる潤滑剤供給装置を提供することにある。
【０００６】
　本考案の他の目的は、潤滑剤の汚染および品質の低下を未然に防止し、かつ清潔な状態
および適切な品質を保持し得る潤滑剤供給装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本考案の上記目的は、下記の手段によって達成される。
【０００８】
　（１）すなわち、本考案は、ゲル状の潤滑剤を保存する容器と、押圧操作によって前記
容器から所定量の前記潤滑剤を取り出す手動式ポンプディスペンサーと、前記手動式ポン
プディスペンサーを押圧して作動させる作動手段と、前記手動式ポンプディスペンサーの
ノズル先端に着脱自在に装着された延長ノズルと、を有することを特徴とする、潤滑剤供
給装置である。
【０００９】
　（２）本考案は、また、前記延長ノズルは、管状体である、（１）に記載の潤滑剤供給
装置である。
【００１０】
　（３）本考案は、また、前記延長ノズルは、可とう性を有する、（１）または（２）に
記載の潤滑剤供給装置である。
【００１１】
　（４）本考案は、また、前記延長ノズルは、透明または半透明である、（１）～（３）
のいずれか１項に記載の潤滑剤供給装置である。
【００１２】
　（５）本考案は、また、前記延長ノズルは、合成樹脂、天然ゴム、合成ゴムまたは熱可
塑性エラストマーからなる、（１）～（４）のいずれか１項に記載の潤滑剤供給装置であ
る。
【００１３】
　（６）本考案は、また、前記手動式ポンプディスペンサーは、ピストンとシリンダとを
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有し、前記ピストンの上部開口部の内径が３～７ｍｍであり、前記シリンダの下部開口部
の内径が４～１２ｍｍである、（１）～（５）のいずれか１項に記載の潤滑剤供給装置で
ある。
【００１４】
　（７）本考案は、また、前記潤滑剤は、水、プロピレングリコール、グリセリン、ヒド
ロキシエチルセルロース、パラベン類、カルボマーまたは炭酸水素ナトリウムを含む、（
１）～（６）のいずれか１項に記載の潤滑剤供給装置である。
【００１５】
　（８）本考案は、また、前記潤滑剤の粘度は、５０００～５５０００Ｐａ・Ｓである、
（１）～（７）のいずれか１項に記載の潤滑剤供給装置である。
【００１６】
　（９）さらに、本考案は、喉頭内視鏡、気管支鏡、上部消化管内視鏡、小腸内視鏡、大
腸内視鏡、カプセル内視鏡、胸腔鏡、腹腔鏡、膀胱鏡、胆道鏡、関節鏡もしくは血管内視
鏡、Ｘ線検査、指診または浣腸に用いられる、（１）～（８）のいずれか１項に記載の潤
滑剤供給装置である。
【考案の効果】
【００１７】
　本考案の潤滑剤供給装置によれば、潤滑剤専用の足踏みタイプのディスペンサーを提供
することができる。また、本考案の潤滑剤供給装置によれば、高粘度物質に適用可能な手
動式ポンプディスペンサーを備えているので、高粘度の潤滑剤であっても、適切に吐出さ
せることができる。また、本考案の潤滑剤供給装置によれば、手動式ポンプディスペンサ
ーのノズル先端に着脱自在に装着された延長ノズルを備えているので、誤って潤滑剤の吐
出口等に触れてしまった場合であっても、新品の延長ノズルと交換することで、潤滑剤の
汚染を防止することができる。さらに、本考案の潤滑剤供給装置によれば、延長ノズルを
容易に交換することができるので、延長ノズルに残った潤滑剤が固化してしまった場合で
あっても、新品の延長ノズルと交換することで、潤滑剤を適切に吐出させることができる
。また、延長ノズルを交換すればよいので、ノズル自体を交換する必要はない。固化した
潤滑剤が付着した延長ノズルごとに廃棄するので、残りの潤滑剤の品質に悪影響を及ぼす
ことはない。
【考案を実施するための最良の形態】
【００１８】
　以下、本考案の実施の形態を、図面を参照して詳細に説明する。
【００１９】
　図１は、本考案の実施形態にかかる潤滑剤供給装置１の全体構成を示す概略正面図であ
る。図１に示すように、本実施形態に係る潤滑剤供給装置１は、ボトル１１、ポンプディ
スペンサー１３、延長ノズル１５、ボトルホルダー１６、ポールスタンド１７、フットス
イッチ１８等を備えてなる。
【００２０】
　図２は、図１の主要部を拡大した概略側面図である。図２に示すように、ボトル１１は
角型の容器であり、注入口１１１にキャップ１１２が螺合されて密封されるようになって
おり、ボトル１１に注入された潤滑剤を劣化させることなく保存することができる。注入
口１１１の外周部にはフランジ１１３が設けられており、ボトル１１をボトルホルダー１
６に固定できるようになっている。
【００２１】
　図３は、ポンプディスペンサー１３の部品構成を示す分解斜視図である。図３に示すよ
うに、ポンプディスペンサー１３は、ポンプヘッド１３１、蓋部１３２、金属球１３３、
ピストン１３４、コイルスプリング１３５、逆止弁１３６、シリンダ１３７、吸引管１３
８等から構成されている。
【００２２】
　ポンプヘッド１３１はノズル１３９を有し、シリンダ１３７の蓋部１３２の貫通孔を摺
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動自在に挿通せしめたピストン１３４の上部開口部１４０に連結されている。ピストン１
３４には金属球１３３が装入され、上部開口部１４０付近の内部に設けられた隔壁（図示
せず）上に留置されており、また、前記隔壁は略中央部に金属球１３３の直径より小さい
貫通孔を有しており、これにより金属球１３３は逆止弁として機能するようになっている
。
【００２３】
　シリンダ１３７は、ピストン１３４、コイルスプリング１３５及び逆止弁１３６が順次
装入された状態で蓋部１３２により封止されている。シリンダ１３７の筒内下部には係止
部（図示せず）が設けられており、逆止弁１３６は前記係止部で係止されて逆止弁として
機能するようになっている。
【００２４】
　また、シリンダ１３７の上部開口部付近の外周に設けられたフランジ１４１と蓋部１３
４との間に、ボトル１１のキャップ１１２が回動自在に挟着されており、これによりポン
プディスペンサー１３をボトル１１に着脱自在に固定することができる。
【００２５】
　さらに、シリンダ１３７の下部開口部１４２には、吸引管１３８が連結されている。こ
の吸引管１３８の先端部は尖塔状に切断されており、これにより先端部がボトル１１の底
部に当接しても吸引力が低下することなく潤滑剤を最後まで吸引することができる。
【００２６】
　本考案の潤滑剤供給装置１で利用される潤滑剤は、頭髪頭皮用洗剤や手指消毒剤等と比
較して粘度が極めて高いので、頭髪頭皮用洗剤等に適用される通常のポンプディスペンサ
ーを用いても適切に吐出させることができない。そこで、本考案においては、上述したポ
ンプディスペンサー１３の構成部材のうち、特に、ピストン１３４の上部開口部１４０及
びシリンダ１３７の下部開口部１４２の口径を太く設計する必要がある。具体的には、シ
リンダ１３７の下部開口部の内径は３～７ｍｍであることが好ましく、４～６ｍｍである
ことがさらに好ましく、４．５～５．５ｍｍが特に好ましい。また、シリンダ１３７の下
部開口部１４２の内径は４～１２ｍｍであることが好ましく、６～１０ｍｍであることが
さらに好ましく、７～９ｍｍが特に好ましい。これらの内径が上記範囲を逸脱した場合に
は、潤滑剤が適切に吐出されないのでいずれも好ましくない。
【００２７】
　図２に示すように、延長ノズル１５は可とう性を有する管状体からなり、ポンプヘッド
１３１のノズル１３９の先端に嵌着されて連結されている。このように、延長ノズル１５
は、ノズル１３９に着脱自在に固定されているので、状況に応じて延長ノズル１５を取り
外したり、新品と取り換えたりすることができる。かかる構成とすることにより、潤滑剤
の補充を行おうとした施術者が、誤って不潔な手で延長ノズル１５に触れてしまった場合
であっても、汚染された延長ノズル１５を清潔な延長ノズル１５に付け替えることができ
るので、潤滑剤の汚染を未然に防止することができる。また、延長ノズル１５内に残留し
た潤滑剤が乾燥・固化して延長ノズル１５が詰まってしまった場合でも、延長ノズル１５
を交換するだけで直ちに潤滑剤供給装置１が利用可能となる。
【００２８】
　但し、延長ノズル１５は、上述のようにノズル１３９に嵌着により連結される構造に限
定されるものではなく、螺着により又は既知のコネクタ構造を有して連結されてもよい。
【００２９】
　また、延長ノズル１５は、延長ノズル１５の内部に残存した潤滑剤の様子を観察するこ
とができるように、透明又は半透明性を有する素材で構成されることが好ましい。
【００３０】
　このような延長ノズル１５の素材としては、塩化ビニル樹脂、ポリエチレン樹脂、ノル
ボルネン系樹脂、ウレタン樹脂、ポリイソブチレン樹脂、シリコン樹脂等の合成樹脂、天
然ゴム、エチレン－プロピレン共重合ゴム、フッ素ゴム、シリコーンゴム、ニトリルゴム
、ネオプレンゴム、ブタジエンゴム、イソプレンゴム、ブタジエンスチレンゴム、ブタジ
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エンアクリロニトリルゴム、ブチルゴム等の合成ゴム、スチレン－ブタジエン系、ポリオ
レフィン系、ポリエステル系、ポリ塩化ビニル系、ポリウレタン系、ポリアミド系等の熱
可塑性エラストマー等が挙げられる。
【００３１】
　さらに、延長ノズル１５の長さは、４～１２ｃｍであることが好ましく、６～１０ｃｍ
であることがさらに好ましく、７～９ｃｍが特に好ましい。上記範囲を逸脱した場合には
、吐出された潤滑剤がボトル１１やボトルホルダー１６等に付着したり、飛散した潤滑剤
が術中の作業を妨げてしまう等の不都合が生じてしまうので好ましくない。また、また、
延長ノズル１５の内径は、３～７ｍｍであることが好ましく、４～６ｍｍであることがさ
らに好ましく、４．５～５．５ｍｍが特に好ましい。
【００３２】
　図２に示すように、ボトルホルダー１６は、押圧版１６１、Ｕ字板１６２、トレー１６
３、クランプ１６４等を備えてなる。押圧版１６１は、一端部がボトルホルダー１６の上
部に軸支された状態でボトル１１のポンプヘッド１３１上に配設されており、他端部には
ワイヤー１９１が連結されていて、フットスイッチ１８と連動して支軸回りに回動するよ
うになっている。Ｕ字板１６２はボトルホルダー１６の中間部に設けられており、ボトル
ホルダー１６に装着されたボトル１１をフランジ１１３の部位で係止して保持するように
なっている。トレー１６３はボトルホルダー１６の下部前方に設けられており、ガーゼ等
の受け皿として利用され、例えば、誤って潤滑剤をこぼしてしまった場合であっても、ト
レー１６３で潤滑剤を受けることで、床等を汚すことが無いようになっている。
【００３３】
　また、ボトルホルダー１６の背面にはクランプ１６４が設けられており、螺子１６５で
クランプ１６４を締め付けてボトルホルダー１６をフットスタンド１７に固定することが
できる。このように、ボトルホルダー１６は固定手段としてクランプ機構を有するので、
術式や施術者の体型等に合わせてボトル１１の位置を所望の高さに調節することができる
。また、状況に応じてフットスタンド１７以外にも、例えば、手すりや壁、あるいはベッ
ド等にも固定することができる。
【００３４】
　図４は、フットスイッチ１８の全体構成を示す概略縦断面図である。図４に示すように
、フットスイッチ１８は、ペダル１８１、コイルスプリング１８２、筐体１８３等から構
成されている。ペダル１８１は、一端部が筐体１８３に軸支され、他端部がコイルスプリ
ング１８２を介して筐体１８３の底部に支持されている。また、ペダル１８１の前記他端
部にはワイヤー１９１が連結されており、ワイヤー１９１は導管１９２に挿通されてボト
ルホルダー１６に案内され、押圧版１６１に連結されている。
【００３５】
　なお、本考案の潤滑剤供給装置１で利用可能な潤滑剤としては、内視鏡用潤滑ゼリー、
医療やエステ等で用いられる超音波用ゼリー等が挙げられる。一般的に、内視鏡用潤滑ゼ
リーは、水、プロピレングリコール、グリセリン、ヒドロキシエチルセルロース、パラベ
ン類、カルボマー（カルボキシビニルポリマー）、炭酸水素ナトリウム等の成分からなる
。本考案においては、内視鏡用潤滑ゼリーとして、例えば、カイゲン社製のスループロゼ
リー（登録商標）、オリンパス社製のエンドルブリＬ（登録商標）やエンドルブリＨ（登
録商標）、ジョンソン　エンド　ジョンソン社製のＫ－Ｙ＊ルブリケーティングゼリー、
テイコクメディック社製のヌルゼリー等を使用することができる。また、これらの潤滑ゼ
リーの粘度は、５０００～５５０００Ｐａ・Ｓであることが好ましく、１００００～５０
０００Ｐａ・Ｓであることがさらに好ましく、１５０００～４５０００Ｐａ・Ｓが特に好
ましい。上記範囲を逸脱した場合には、内視鏡の挿入部と切開部位等との接触による患者
への肉体的・精神的負担を低減させることができなくなるだけでなく、挿入部の挿入性や
操作性を向上させることができなくなるので好ましくない。
【００３６】
　次に、本実施形態に係る潤滑剤供給装置１の動作について説明する。
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【００３７】
　図５は、フットスイッチ１８の押下前後の押圧板１６１およびポンプヘッド１３１の作
動状態を示し、（ａ）は押下前、（ｂ）は押下後を示した図である。まず、施術者等がフ
ットスイッチ１８のペダル１８１を踏み込んで押下すると、ワイヤー１９１が下方に引っ
張られ、これに連動してボトルホルダー１６の押圧板１６１が下降し（図５の（ａ）の状
態から（ｂ）の状態）、ポンプディスペンサー１３のポンプヘッド１３１を押下する。こ
れにより、ピストン１３４が押し下げられてシリンダ１３７の内部の潤滑剤が押し出され
、金属球１３３を押し上げて上部開口部１４０からノズル１３９の先端を介して延長ノズ
ル１５から吐出される。
【００３８】
　次に、施術者等がフットスイッチ１８のペダル１８１の踏み込みを止めると、ペダル１
８１はコイルスプリング１８２により元の位置に押し戻されてワイヤー１９１が緩み、こ
れに連動して押圧板１６１が上昇する（図５の（ｂ）の状態から（ａ）の状態）。これに
より、ピストン１３４がコイルスプリング１３５により押し戻されて上昇してシリンダ１
３７内が陰圧となり、金属球１３３が上部開口部１４０を閉塞するとともに逆止弁１３６
が上昇し、下部開口部１４２及び吸引巻１３８を介してボトル１１からシリンダ１３７の
内部に潤滑剤が充填される。
【００３９】
　図６は、内視鏡３の全体構成を示す概略正面図である。上述のようにして、施術者等は
潤滑剤供給装置１により適量の潤滑剤を掌上にとり出し、内視鏡３の挿入部３１に塗布し
て検査部位等に挿入する。潤滑剤を補充する場合には、再度ペダル１８１を踏み込んで潤
滑剤を吐出させて取り出す。
【００４０】
　なお、本考案の潤滑剤供給装置は、上記した実施形態に限定されるものではなく、本考
案の要旨を逸脱しない範囲内において種々変更を加え得ることは勿論である。
【産業上の利用可能性】
【００４１】
　上述したように、本考案の潤滑剤供給装置は、高粘度の潤滑剤に適用可能な手動式ポン
プディスペンサーを備え、また、手動式ポンプディスペンサーのノズル先端に着脱自在に
装着された延長ノズルを備えているので、喉頭内視鏡、気管支鏡、上部消化管内視鏡、小
腸内視鏡、大腸内視鏡、カプセル内視鏡、胸腔鏡、腹腔鏡、膀胱鏡、胆道鏡、関節鏡、血
管内視鏡、Ｘ線検査、指診、浣腸、超音波検査等、または局所脂肪やセルライト等の除去
装置、超音波美顔器、超音波マッサージ器等の潤滑補助を行うための潤滑剤の供給装置と
して利用した場合極めて有用である。
【図面の簡単な説明】
【００４２】
【図１】本考案の実施形態にかかる潤滑剤供給装置１の全体構成を示す概略正面図である
。
【図２】図１の主要部を拡大した概略側面図である。
【図３】ポンプディスペンサー１３の部品構成を示す分解斜視図である。
【図４】フットスイッチ１８の全体構成を示す概略縦断面図である。
【図５】フットスイッチ１８の押下前後の押圧板１６１およびポンプヘッド１３１の作動
状態を示し、（ａ）は押下前、（ｂ）は押下後を示した図である。
【図６】内視鏡３の全体構成を示す概略正面図である。
【符号の説明】
【００４３】
　１・・・潤滑剤供給装置
　１１・・・ボトル
　１１１・・・開口部
　１１２・・・キャップ
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　１１３、１４１・・・フランジ
　１３・・・ポンプディスペンサー
　１３１・・・ポンプヘッド
　１３２・・・蓋部
　１３３・・・金属球
　１３４・・・ピストン
　１３５、１８２・・・コイルスプリング
　１３６・・・逆止弁
　１３７・・・シリンダ
　１３８・・・吸引管
　１３９・・・ノズル
　１４０・・・上部開口部
　１４２・・・下部開口部
　１５・・・延長ノズル
　１６・・・ボトルホルダー
　１６１・・・押圧板
　１６２・・・Ｕ字板
　１６３・・・トレー
　１６４・・・クランプ
　１６５・・・螺子
　１７・・・ポールスタンド
　１８・・・フットスイッチ
　１８１・・・ペダル
　１８３・・・筐体
　１９１・・・ワイヤー
　１９２・・・導管
　３・・・内視鏡
　３１・・・挿入部
　３２・・・操作部
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